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ソフトウェアのアップグレードおよびログ

この章では、Cisco Configuration Assistant Version 1.9 の次の新機能について説明します。

• 「ソフトウェアのアップグレード：UC500 フラッシュの新しいディレクトリ構造」（P.4-1）

• 「ログ ファイルでの実行設定の表示」（P.4-4）

• 「トラブルシューティング情報の収集」（P.4-5）

ソフトウェアのアップグレード：UC500 フラッシュの新し
いディレクトリ構造

Cisco Configuration Assistant Version 1.9 は、UC520 フラッシュ ドライブの新しいディレクトリ構造

をサポートしています。この機能は、フラッシュ ドライブのファイル構造を拡張したもので、Cisco 
Configuration Assistant から起動されるアップグレード プロセスの一部です。

Version1.9 リリースより前は、UC520 のフラッシュ ドライブは、サブディレクトリのないディレクト

リ構造でした。Version 1.9 では、フラッシュ上のファイルは、フラッシュ ドライブ上のサブディレク

トリに編成されています。

• phone/ ディレクトリ：個々の電話機モデルのサブディレクトリを格納した親電話機ディレクトリ

です。たとえば、Cisco Model 7940-60 電話ロードは、phones/ の「7940_60」というサブディレ

クトリにあります。

• gui/ ディレクトリ：CME および CUE の GUI ファイルを格納しています。

• bacdprompts/：Basic ACD（BACD）プロンプトを格納しています。

• ringtones/：呼び出しトーン。

フラッシュのルート ディレクトリにあるのは次のファイルだけです。

• IOS イメージ

• デフォルトの設定ファイル

• vlan.dat ファイル

• 保留音ファイル

ソフトウェア パッケージのアップグレードを実行すると、アップグレード プロセスは、アップグレー

ド .tar アーカイブを調べ、フラッシュ上でこのファイルをどのように編成するかを判断します。対応す

るファイルをフラッシュに格納するために、新しいサブディレクトリが作成されます。

新しいディレクトリ構造が適用されるのは、パッケージのアップグレードを実行する場合だけです（た

とえば、[アップグレード設定（Upgrade Setting）] ウィンドウで、[ソフトウェア（Software）] タイ

プとして [すべて（All）] を選択するなど）。
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UC500 でのソフトウェア パッケージのアップグレード（新しいディレクト
リ構造とともに）

アップグレードを開始する前に

• UC5XX 用の .tar イメージを（新しいディレクトリ構造形式とともに）Cisco.com からダウンロー

ドします。

• ソフトウェア アップグレードを実行する前に、Cisco Configuration Assistant のその他すべての

ウィンドウを閉じます。

• UC500 と、Cisco Configuration Assistant を実行しているシステムが有線で接続されていることを

確認します。

• システムで実行されているサードパーティ製 Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバを閉じ

ます。そうしないと、ソフトウェアのアップグレードは失敗します。

UC500 でソフトウェア パッケージのアップグレードを実行するには、次の手順に従います。

1. Cisco Configuration Assistant を起動して [メンテナンス（Maintenance）] > [ソフトウェア アップ

グレード（Software Upgrade）] を選択し、[ソフトウェア アップグレード（Software Upgrade）] 
ウィンドウを開きます。

2. [ソフトウェア アップグレード（Software Upgrade）] ウィンドウで、デバイスを選択し（この場

合は UC520）、[アップグレード設定（Upgrade Settings）] をクリックします。

3. [アップグレード設定（Upgrade Settings）] ダイアログで、[ソフトウェア（Software）] タイプと

して [すべて（All）] を選択します。
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4. [自動ディスククリーンアップ（Auto Disk Cleanup）] か [デフォルト設定の適用（Apply Default 
Configuration）]、またはその両方をイネーブルにするかどうかを選択します。

新規インストールでは、[自動ディスククリーンアップ（Auto Disk Cleanup）] と [デフォルト設

定の適用（Apply Default Configuration）] の両方を選択することを推奨します。

– [自動ディスククリーンアップ（Auto Disk Cleanup）] を選択すると、UC500 フラッシュ上の

すべての既存ファイルが削除され、選択した UC500 Software Pack に含まれている最新のソフ

トウェア バージョンのファイルに置換されます。

– [デフォルト設定の適用（Apply Default Configuration）] を選択すると、UC500 で出荷時の

デフォルト設定が復元されます。ソフトウェアを既存の設定のままアップグレードする場合

は、[デフォルト設定の適用（Apply Default Configuration）] の選択を解除してください。

[デフォルト設定の適用（Apply Default Configuration）] をオフにすると、Cisco 
Configuration Assistant は、既存の設定をバックアップしてからアップグレードを実行し、そ

の後に設定を復元します。既存の設定データのサイズによっては、アップグレードの完了に時

間がかかる場合があります。

5. イメージ ファイルを選択するには、[参照（Browse）] をクリックして以前ダウンロードした新し

いディレクトリ構造形式を持つ .tar イメージのある場所に移動し、それを選択します。

6. [OK] をクリックします。

7. 警告メッセージが表示された後に続行するには、[はい（Yes）] をクリックします。

8. ソフトウェア パッケージのアップグレードを開始するには、[ソフトウェア アップグレード

（Software Upgrade）] ウィンドウで [アップグレード（Upgrade）] をクリックします。アップグ

レード プロセス中は、ステータスを示すメッセージが表示されます。

9. アップグレードが完了したら、UC500 をリロードして、更新済み IOS イメージで動作させます。
4-3
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 新機能ガイド

OL-18977-01-J



 

第 4 章      ソフトウェアのアップグレードおよびログ

  ログ ファイルでの実行設定の表示
ログ ファイルでの実行設定の表示
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 は、UC500 に接続し、ログ ファイルに実行設定を表示する

機能を備えています。

データをルータから取得するとき、または設定をルータに送信するとき、実行設定はログに表示されま

す。また、ルータにログインするたびに、実行設定が表示され、コンソール ログに保存されます。

この機能は、トラブルシューティングのみを目的としています。

この機能を使用するには、次の手順に従います。

1. Cisco Configuration Assistant を起動し、UC500 に接続します。

2. Cisco Configuration Assistant で、F2 キーを押し、コンソール ウィンドウを開きます。

3. F3 キーを押し、コンソール ウィンドウでのコマンドライン インターフェイス（CLI）出力の表示

を有効にします。

コンソール ウィンドウの例は、次のとおりです。
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トラブルシューティング情報の収集
Cisco Configuration Assistant でトラブルシューティング情報を収集し、Cisco TAC による問題解決に

役立たせるためには、次の手順に従います。

コミュニティが設定されている場合、Version 1.9 は、UC500 または SR500 をデバイスとして選択する

機能を搭載しています。

1. Cisco Configuration Assistant で、メイン ウィンドウの上部のメニューから [ヘルプ（Help）] > 
[サポート情報（Support Information）] を選択します。

2. [サポート情報（Support Information）] ウィンドウで、[トラブルシューティング ログ

（Troubleshooting Log）] をクリックします。

3. [参照（Browse）] をクリックし、PC 上でログ ファイル ディレクトリにするフォルダを選択しま

す。

4. [ホスト名（Hostname）] フィールドで、コミュニティ内の UC500 または SR520 デバイスを選択

します。

5. [ログの生成（Generate Log）] をクリックします。
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Cisco Configuration Assistant は、トラブルシューティングに必要なログおよび設定ファイルを収

集します。

この処理には最大 5 分かかります。手順 3 で指定したフォルダに、ログ ファイルが作成されます。

6. このログ ファイルは、技術サポートを受ける場合に、Cisco Technical Assistance Center（TAC）

に添付してください。

このログのファイル名および形式は、UC520_MAC アドレス _日付 _時刻 _tac_logs.zip です。
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